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第４回 資料―「将来像を実現するための現状・問題認識、課題」についての検討成果 

 

■家庭の教育環境 

＜現状・問題認識＞ 

・ 現在の家庭の環境は、家族そろって会話を楽しみながら、朝食や夕食を一緒にとること

が少なく、個食となっている子どもが多くいます。 
・ 親自身が自己中心主義（我が子中心的姿勢）、学力優先思考、市場原理主義・金銭至上

主義であったり、また、社会のルールやモラルを守れない大人、挨拶をしない大人、親

が親になっていない未熟な親も多く、子どもにとって親（大人）が手本であることや、

家庭教育の重要性を意識していない親（大人）が多いと思われます。 
・ また、子どもたちは、正義や道徳心が欠如し、あるいは命の大切さを理解しないなど、

家庭における人間性づくりや基本的な日常生活習慣の躾が放棄されていると考えられ

ます。 

基本的な日常生活
習慣がされてない

夕食を家族でとらな
い（個食）子ども。

挨拶をしない大人と
返事をしない子ども

保護者（大人）の我
が子中心的姿勢。
-進学・学力中心
-競争優先

家庭における躾の放
棄

まず、親自身が自己
中心主義、金銭至
上主義を改めること
が先決である。

朝食を食べていない。
家族そろって夕食を
とらない。

子どもたちに命の大
切さが理解されてい
ない→道徳教育

社会人のマナーの悪
さ
地域清掃で最多の
ゴミはタバコの吸殻

公共道徳の欠如

宗教心の欠如
（宗教心は道徳、生
命、倫理の源）

平気でうそをつく子ど
もが多い（正義の欠
如）

常識や大人のルール
を知らない子どもが
多くなった。
-地域、学校、家庭
の連携で再教育す
る。
-必要であればその
親も再教育する。

命･人権の尊重
親の背を見て育つ、
また、子どもを見れ
ば親がわかるといわ
れている。親が親に
なっていなくて、子ど
もは子どもの世界の
ような思いやりがない
時代が問題で、ます
ます増える。

家族団らん・・・
食事も一緒にとらな
い、母親も仕事で忙
しい、愛情をかける
時期という大切さを
忘れては、将来よく
ならない。

 
 
＜課題＞ 

・ 家庭は、夫婦や親子で構成する小さな社会集団であり、生活の場です。そこでの躾と人

間性づくりなど精神（心）の豊かさを養うなど家庭教育の役割は大きいと考えられます。 
・ 現実的には、家庭の事情等から難しい面もありますが、食事を家族一緒にとる、働き方

を考え直すなど、時間が足りないなかでも、親子が一緒にいられる時間を増やす努力を

することが必要です。この時、父親が父親らしくするためには、特に支援が必要と考え

られます。 
・ また、大人は子どもの手本であることを認識し、大人自身が人格を高める努力をするこ
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とが必要です。 
・ 子どもにおこっている様々な問題は大人の責任であり、子どもの教育は大人からするこ

とが必要です。 

父親らしさを支援する制
度が必要では？

家庭教育の躾が幼少時大切
ですが、親の経済的・精神的
な考え方に余裕がない。

家族そろって会話を楽しみ
ながら食事をとるというが、
いろんな家庭があるのでむ
ずかしい。

自己責任社会であること
が認識されていない。

親子が一緒にいられる時
間を増やす努力。

子どもの教育は家庭教育（育
ちよう）が基盤になることを肝に
銘じるべきである。

親は子どもにとって、いい
お手本になるように生活
態度を改めていくことが大
事である。

人間性づくりは、家庭教育（特
に、幼児期・少年期）の精神
（心）の豊かさを養う努力が最
も大事。 家庭において自らが親と

して人格を高めるべき努
力が大事である。

働き方を考え直す

時間が足りない

家庭は夫婦、親子で構成する
小さな社会集団である。生活
基盤の場、生きるための生活
の場と心得よ！！

 

 
■子どもの学びと成長を支える学校・行政の仕組み 

＜現状・問題認識＞ 

・ 現代の子どもは、体力や食の問題があります。 
・ また、学力については、授業時間の減少によって、基礎学力が身に付かないという問題

を抱えています。 
・ 授業時間の減少等を遠因として、塾に行くことを当然と考える風潮もあり、公教育の意

義が揺らいでいると考えられます。 
・ また、子どもの学力レベルや個性が異なる中で、子どもの特性に応じた学校教育が実施

されにくい、という問題があると考えられます。 
・ 学校教育の体制についてみると、教員は、子どもの授業を持つ以外に雑用が多く、多忙

という問題があります。また教員の人事権は、東京都にあるため、有能な人材が練馬区

外へ流出してしまいます。その一方で、教育委員会や教員組合などは子ども（顧客）主

体の教育の実践ができているのか、また教員の資質・能力向上にための評価制度が十分

に機能しているのかという問題もあると考えられます。 
・ 子育てや子どもの教育に関わる保育園や幼稚園、小中学校、児童館・学童クラブ、青少

年育成委員会等の連携が取れていないという問題があります。 
・ 近年の教育分野の取組として、幼保一元化や地域運営学校（コミュニティスクール）が

あります。しかし、練馬区はいずれにも取組の姿勢をとっていません。 
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教員の身分が県費負担
職員であるため、優秀な
人材が他区市へ流出し、
練馬区独自の教育施策
が十分に実現できていな
い（人事権は都教委が
握っている）。

保育園・幼稚園・小中学
校･児童館･学童クラブ・
青少年育成委員会他、
子育てのための施設（機
関･組織）の運営が、タテ
割行政で行われているた
め、連携が不十分である。

現行の教育制度、教育
委員会、教員組合の問
題点
･顧客志向でない
・教員評価制度等

の見直し改善を行う必要
がある。

学校で、算数･国語の時
間数がかなり減り、基礎
学力がなかなか身につか
ない。

教員の多忙・雑用

「公立・私立の差」をなくす
のは大事だと思う。教育格
差をなくすべき。

それぞれの子どもの特性
（状態）に合わせた学校教
育がなされない。
（見る、関る・・・・）

“塾”を当然とする現状
－公教育の自信は？

 
＜課題＞ 

・ 子どもの体力育成のためには、幼稚園や学校などの計画的な取組や食育が重要です。ま

た、子どもが基礎学力を身に付けていくために、教員の資質向上や優秀な人材の確保に

努めていくことが必要です。 
・ 学校運営については、社会情勢の変化や子どもの多様化の中で、積極的な学校経営を実

現できる民間ノウハウをもつ人材の登用や、社会人の活用、家庭や地域・学校が協力し

てすすめる学校づくりへの取組や幼保一元化、さらに、ＩＴ社会にあってこそ必要なコ

ミュニケーション能力の基礎となる言語力向上にも取り組むことが必要だと考えます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校経営力向上策として、
企業経営ノウハウの活用
・民間校長の登用
･民間教員の採用
・コンプライアンス

体制の確立

子どもの体力育成には幼
稚園からの計画性のある
実践を進める。

食育

教員の資質

文部科学省が全国規模
で推進している「地域運
営学校（コミュニティ・スクー
ル）」事業に練馬区も参画
するべきである。
※練馬区教委は不参画
を決定した。

幼・保一元化、こども園、
小･中一貫校、中・高一

貫校等の創設に積極的に
取り組むべきである。
※現在は一つもない

学校・教員の負担を考え
る。

教育の認識間違い
（日本語と英語の違い）
「子ども（人）のよさや潜在
能力を引き出すこと」－オ
シエ・ソダテルことではない。ＩＴ社会により人との会話が

少ない。
→学校教育において言語
力の向上

社会人との交流活動の活
発化
（学校教育において）
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野球場が少ないた
め春・秋の２大会開
催で夏の大会が実
施できない。観覧席
のある野球場を考え
る。

図書館の充実
23区中22位の状況
を、区平均くらいまで。

陸上競技場も１面
で機械操作ができ
ず手作業で行ってい
る。大泉に都の施設
があるが中途半端。
観覧席がある競技
場を作る。

問：野球場、陸上
競技場、武道場、

体育館を観覧席の
あるスポーツ施設を
建設するには広大な
土地が必要です。
課：光が丘公園等
都の施設を利用す
る。

問：予算面でかなり
厳しいが。
課：国や都への援助
や要望を行う。
平成25年東京国体、

平成28年東京オリン
ピック実現に向けて

国立、都立の施設
や国策･都政とのす
みわけは？

施設整備に民間活
用

■奉仕活動とボランティアの心 

＜現状・問題認識＞ 

・なし 
＜課題＞ 

・ 小中学校での「奉仕活動」を必須の活動とするなど、奉仕活動・ボランティア活動を実

践する機会を多く設けていくことが必要です。 
・ 活動の実施にあたっては、学校・家庭・地域が一体となって参加する地域清掃活動等の

ボランティア活動の展開など、奉仕活動・ボランティア活動を奨励していきます。 
・ これによって子ども達は自立し、社会性や協調性を身に付けることができ、また、他者

に対する思いやりや社会規範を体得するとともに、非行防止にもつながっていくものと

考えられます。 

奉仕活動を全小中
学生に必須とする。
（自己犠牲ととらえる
人がいるが）

奉仕活動は「思いや
り、社会規範、非行
防止」につながる意
識をもたらす。

ボランティア活動の
奨励。

自立･社会性・協調
性を身につけた子ど
も達。

奉仕活動の積極的
展開。
（社会奉仕）

ボランティア活動と奉
仕活動の違いを認
識する。

ボランティア活動が
実践される機会を多
くつくる。

学校･家庭・地域の
連携づくりとして、三
者一体となって参加
するボランティア活動
（地域清掃等）。

 
■区民の学びを支える施設のあり方 

＜現状・問題認識＞ 

・ 区内のスポーツ施設についてみると、競技等

で利用する場合、設備が貧弱です。また、図

書館については、特別区の中で 22 位の蔵書

数となっています。 
 
＜課題＞ 

・ 生涯学習活動に参加するためには、区内のど

こからでも参加しやすいように交通環境を整

えることが必要です。また、区民の多様なス

ポーツニーズに対応し、競技にも利用可能な、

観覧席のある施設整備が必要です。 
・ 整備にあたっては、民間を活用すること、敷

地の確保にあたっては、光が丘公園等都有地

を利用するなど、平成 25 年の東京国体や平

成 28年の東京オリンピックの実現に向けて、

都・国との協力も視野に入れて検討することが必要です。 
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■人のつながりと地域の教育力 

＜現状・問題認識＞ 

・ 子どもにとって地域は、社会規範やルールを学ぶ場でもあります。 
・ しかし、地域の人と人のつながりは希薄で、また、ＩＴ社会となった現在、外に出て交

流を促すようにしていくことは難しいことだと考えられます。 
・ しかし一方では、一人暮らしの高齢者や共働き家庭の子どもなど、かかわりを求めよう

としても、出て行かれない区民も多くいると思われます。 

地域交流というが
ネット化した社会で
人々を外に出すのは
むずかしい。

地域で育てる学校
地域人育成につい
てはとなり近所のあ
いさつすらしない人、
単身も多く、人と人
とのつながりが大切
にされていない。自
分は自分という心の
人が多い。

望ましい社会像と望
まれる人間のあり方･
生き方

望ましい関係性

大家族の時にはひと
つの家庭の中でバラ
ンスがとれていたこと
を、バラバラで一人
家の中にいる老人、
子ども、主婦などを
相互に助けあえるシ
ステムづくり

家庭･学校だけでな
く地域で社会規範
やルールなどを学ぶ
場がある。

 
＜課題＞ 

・ 地域の教育環境向上のために、家庭や学校、社会が一体となった活動を進めていきます。

そこでは、地域の人間関係を活かすことが必要です。そのために、幼児や小中高校生、

大学生、高齢者、主婦など様々な立場の人が地域の中で交流し、つながり（絆）を深め

るような工夫が必要です。 
・ 個人でも参加できる場の設定や交流を促す交通網の充実など、施設や交通基盤について

も検討することが必要です。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域結束の希薄化
連ケイではなく、キズ
ナの方がメッセージ
性があるのではない
か。

多様性を受け入れ

る環境－学校･家
庭・地域
･余裕
･集団の中で人は育

つ

課外学習の充実
↓
地域の住民･施設と
の連携

引きこもらず外へ出
かけて交流できるよう
に区内交通網など
整備

図書館、ふるさと文

化館どのように活用
するのか。

少子化・高齢化に
即応した学校運営
をハード･ソフト面で
見直す必要がある。
ハード・・・幼･小中
学校、シニアスクール
の一体化
ソフト・・・子どもの教
育にシニアの活用等

幼･小･中･高･大の
たてのつながりを深め。
世代間のギャップを
なくす。
（青少年委員による
ジュニアリーダーの活
用）

学校･家庭・地域の
連携には常に核とな
るものをおさえていく。

地域の中で子ども、
老人などが参加でき
る施設と引きつける
ような、結びつけるも
のがある。

一人でも生きられる
ように行政が取り組
む。
生涯学習だけでなく
地域に貢献できる。

幅広く個人で参加で

きる場を提供する
（ボランティア、奉仕
活動）なども含む。

家の中で働く人、家

事をする人、子ども、
老人
↓
地域でその役割がで

きるか。

家庭、学校、社会
の三者一体の活動
を推し進めたい。その
ために人間関係を

生かす。
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■その他 

・障がいへの理解 
・少子化問題 
・練馬区らしさのアピール 
 

抽象的で具体化されてい
ない。ありきたりでオリジナリ
ティがない。

解決したい事柄や問題提
起がわかりにくい。

子どもがたくさん生まれる
区になる、というが。
子どもが減っているのは結
婚率が減っているから。そ

れをどう思うか。

少子化問題少子化問題障がいへの理解障がいへの理解

地域社会、また、家庭において
もハンディのある人、ハンディの
内容（特に発達障がい）につい

て理解がない。

障がい者でなくても区別し争い
あっているのが現状。

練馬区らしさのアピール
（強調）

練馬区らしさのアピール
（強調）

 


